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そして、語の中で相対的に高く発音される拍を H、低く発音される拍を L、下降拍を F、上
昇拍を Rで書き表し、以降では先行研究におけるアクセントの記述も、支障のないかぎり本
研究で使用する表記に書き改めることとする。 







































































 本研究で調査対象としたのは、図 2に示した地図 1のうち、大阪府・和歌山県・兵庫県・




























































































































  1. その地域で言語形成期を過ごしたこと 
2. 現在も同じ地域に居住するかごく近い地域に居住すること 
  3. 地域内部の人々との関わりが深い職についていること 
  4. 男女は問わない 
 そして、年齢によって若年層（20 代～30 代）、中年層（40 代～50 代）、高年層（60 代以
上）の三つにわけ、それぞれ最低 1 人、可能であれば 2 人以上に対して調査をおこなった
4。2人以上を調査する場合には、異なる年代（20代 1 人と 30代 1人など）になるように配
慮した。 
 各地域における最終的な調査人数は、次のとおりである。 
岩屋 高年層 5人 中年層 6人 若年層 3人 
  富島 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 郡家 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 洲本 高年層 3人 中年層 3人 若年層 2人 
 由良 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 津井 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 福良 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 明石 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 鳴門 高年層 2人 中年層 2人 若年層 2人 
 春木 高年層 1人 中年層 2人 若年層 2人 
 深日 高年層 3人 中年層 3人 若年層 2人 
 加太 高年層 2人 中年層 1人 若年層 1人 
 恋野 高年層 3人 中年層 2人 若年層 2人 





  一拍名詞：血、火、日 など 
 二拍名詞：風、石、山、海、雨 など 
  三拍名詞：魚、小豆、力、光、命、烏、薬 など 
 二拍動詞：置く、着る、書く、見る、居る（オル） など 
 三拍動詞：上がる、開ける、動く、起きる、歩く など 
 二拍形容詞：よい（エエ）、濃い など 
 三拍形容詞：赤い、白い など 
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 四拍形容詞：悲しい、嬉しい、おいしい など 
 付属語：らしい、たい、みたい・みたいだ、くらい、より、から など 
 複合名詞：新年度、夏祭り、麦畑、寄せ集め など 




























































近世期には、第１類の単独形が HH・助詞接続形が HH-H、第 2類と第 3類の単独形が HL・
助詞接続形が HL-L、第 4 類の単独形が LH・助詞接続形が LH-H～LL-H、第 5 類の単独形が
LF・助詞接続形が LF-L～LH-Lであった。現代においてもおおむね同様のアクセントである
が、第 4類の助詞接続形が LL-H であり、LH-Lもあらわれるという点と、第 5類の単独形に
LH のあらわれることがあるという点が異なる。すなわち、近世から現代に至るまで第 1 類
単独 助詞接続 単独 助詞接続
1 風 HH HH-H HH HH-H
2 石 HL HL-L HL HL-L
3 山 HL HL-L HL HL-L
4 海 LH LH-H～LL-H LH LL-H（LH-L)






から第 3 類には変化がなく、第 4 類と第 5 類にはアクセントの変化が生じているというこ
とになろう。 





接続形が HHH-H、第 2 類および第 4 類の単独形が HHL・助詞接続形が HHL-L、第 3 類および
第 5 類の単独形が HLL・助詞接続形が HLL-L、第 6 類の単独形が LHH～LLH・助詞接続形が
LHH-H～LLH-H、第 7 類の単独形が LHL・助詞接続形が LHL-Lである。現代のアクセントと比
較すると、第 1 類・第 3類・第 5類・第 7類には違いがないことがわかる。一方で、第 6類
は LHH から LLH へ変化しているが、これはアクセントの上昇する位置が一つ後ろにずれた
ものと解される。同じく、第 2類・第 4類は HHLから HLLへと変化しており、第 3類・第 5
類と合同している様子がうかがえる。 
 ただし、大阪においては楳垣実（1957）や村中淑子（2005）などの先行研究で、第 2類・
第 4 類の語が HHL から HLL 以外のアクセントに変化する例もあげられており、注意が必要







段動詞）は終止形から順に「置く HH・置かん HHH・置いた HLL・置くな HLL・置こう HHH・
置け HL」、一段動詞は「着る HH・着ん HH・着た HL・着るな HLL・着よう HHH・着ぃ F」であ
った。また、第 2類の四段動詞は「書く LH・書かん HLL・書いた LHL・書くな LHL・書こう
HLL・書け LF」、一段動詞は「見る LH・見ん LH・見た HL・見るな LHL・見よう HLL・見ぃ F」
であり、第 3 類は「居る HL・居らん HLL・居った HLL・居るな HLL・居ろう HLL・居れ HL」
であった。現代との違いがみられるのは、第 1類の禁止形と第 2類の否定形・過去形・意志
単独 助詞接続 単独 助詞接続
1 魚 HHH HHH-H HHH HHH-H
2 小豆 HHL HHL-L HLL HLL-L
3 力 HLL HLL-L HLL HLL-L
4 光 HHL HHL-L HLL HLL-L
5 命 HLL HLL-L HLL HLL-L
6 烏 LHH～LLH LHH-H～LLH-H LLH LLL-H








いて第 2章の第 2節で述べることにする。 
 
3.1.2.2 三拍動詞 
 次に、三拍動詞のアクセントを表 4にまとめた。表 3と同様、上段に示したのが近世期の
京都におけるアクセント、下段に示したのが現代京都におけるアクセントである。近世期に
おいては、第 1類の四段動詞が終止連体形から順に「上がる HHH・上がらん HHHH・上がった
HHLL・上がるな HHLL・上がろう HHHH・上がれ HHL」、二段動詞が「開ける（開くる）HHH・開
けん HHH・開けた HLL・開けるな（開くるな）HHLL・開けよう HHHH・開けぇ HF」であり、第
2 類の四段動詞は「動く HLL・動かん HHLL・動いた HLLL・動くな HLLL・動こう HHLL・動け
HLL」、二段動詞が「起きる（起くる）HLL・起きん HLL・起きた LHL・起きるな（起くるな）
HLLL・起きよう HLLL・起きぃ LF」であった。また、第 3類は「歩く LHH～LLH・歩かん LHHH
～LLHH・歩いた LHLL・歩くな LHLL・歩こう LHHH～LLHH・歩け LHL」であったことがわかる。
現代アクセントと比較すると、二拍動詞と同じく禁止形にはやはり違いがあらわれること
から、これについても第 2章第 2節で述べることにする。第 3類においても、現代は終止形
LLH・否定形 LLLH・意志形 LLLH となっており、アクセントの上昇する位置が後退するとい
う変化が生じている。 
類別 活用 語例 終止連体形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
四段 上がる HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
二段 開ける（開くる） HHH HHH HLL HHLL HHHH HF
四段 動く HLL HHLL HLLL HLLL HHLL HLL
二段 起きる（起くる） HLL HLL LHL HLLL HLLL LF
3 四段 歩く LHH～LLH LHHH～LLHH LHLL LHLL LHHH～LLHH LHL
類別 活用 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 上がる HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
一段 開ける HHH HHH HLL HHHL HHHH HF
五段 動く HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
一段 起きる LLH LLH LHL LLHL LLLH LF








類別 活用 語例 終止連体形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
四段 置く HH HHH HLL HLL HHH HL
一段 着る HH HH HL HLL HHH F
四段 書く LH HLL LHL LHL HLL LF
一段 見る LH LH HL LHL HLL F
3 四段 居る（おる） HL HLL HLL HLL HLL HL
類別 活用 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 置く HH HHH HLL HHL HHH HL
一段 着る HH HH HLL HHL HHH F
五段 書く LH LLH LLH LHL LLH LF
一段 見る LH LH HL LHL LLH F












も明らかでない。本研究では、第 2章第 3節においてその問題を取り上げることにする。 
 
3.1.3 形容詞のアクセント（三拍形容詞） 
 つづいて、本研究で取り上げる三拍形容詞のアクセントを表 5 に示した。三拍形容詞に


















  支配式：前接語のアクセントに関わりなく、自身の型に引きつけてしまう。 
  共下式：その付属語の 1拍前から下がる。 
（田中 2005:96から引用） 
類別 語例 終止形 連体形 連用形 カリ活用形
1 赤き（赤い） HHL HHL HHL HHLL
2 白き（白い） HLL HLL LHL LHLL
類別 語例 終止形 連体形 連用形 カリ活用形
1 赤い HLL HLL LHL LHLL




















































































































つづく第 2節では、三拍名詞第 2類と第 4類のアクセント変化について述べる。これら






























1類（飴、風など）の HH型、第 2 類（石、川など）と第 3類（山、犬など）の HL 型、第 4
類（海、空など）の LH型、第 5類（雨、秋など）の LF型という 4種類に分けることがで
きる。また、これらの語に「が、を、に、は」のようないわゆる従属式の助詞が接続した
場合は、第 1 類が HH-H、第 2 類および第 3類が HL-L、第 4類が LL-H（高起式の述語が接















二拍名詞第 4類・第 5 類のアクセント変化について述べた研究には、先にあげたように
多くのものがある。そのうち、第 4類・第 5類のアクセント変化が生じる要因について、
真田信治（1987）では単独形のアクセントが第 4類と第 5類とで同じ LHになったこと、標
準語（東京語）において第 4類と第 5類との間に区別がないこと（単独形は HLであり、助
詞接続形は HL-L であって同一のアクセントであること）が関係すると述べられている。ま
た、岸江信介（1990）は大阪市内において第 5類が LFから LHへ変化した後、第 4類が変
二拍名詞 語例 単独形 助詞 高起式述語 低起式述語
第1類 飴、風 HH HH-H HH-H… HH-L…
第2類 石、川 HL HL-L HL-L… HL-L…
第3類 山、犬 HL HL-L HL-L… HL-L…
第4類 海、空 LH LL-H／LL-L LL-H… LH-L…







これらの先行研究をふまえて、岸江・村田（2012）では第 5類の LFと第 4類の助詞付き
アクセントを取り上げ、「第 4 類と第 5類の統合の発生について大阪市内での内的要因によ













2)Ⅴ類の伝統型 aが減少、変わって伝統型 bが増加する（40代） 

























査しているわけではないが、結果には LH-H…があらわれることがあった 3。 
 
2. 使用するデータについて 















と、先にあげた表 1と同じになる。すなわち単独形の場合、第 1類のアクセントが HH、第
2・3類のアクセントが同じ HL型であらわれ、第 4類と第 5類 5のアクセントがそれぞれ












 以上をふまえて、3.2から 3.3においては調査結果のうち〈第 4類＋助詞〉〈第 5類単独
























3.3 第 5類のアクセント 
3.3.1 〈第 5類単独形〉のアクセント 
 第 5類「雨、窓、春」などの語は京阪式アクセント地域において、かつては LF、つまり
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2
LL-H/L 16 12 0 24 24 7 24 24 16 24 20 3 36 17 0
LH-L 8 12 24 0 0 17 0 0 8 0 4 21 0 19 24
合計 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 36 36 24
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
LL-H/L 24 24 6 24 24 10 24 23 24 24 24 10
LH-L 0 0 18 0 0 14 0 1 0 0 0 14
合計 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24
表2. 第4類＋助詞のアクセント
明石 岩屋 富島 郡家 洲本

















3.3.2 〈第 5類＋低起式〉のアクセント 
 つづいて、第 5類の語に低起式述語を接続した形式、「雨降る」「窓閉める」「春来る」
についての調査結果を表 4に示す。 
第 5類の単独形には 2 拍目の拍内下降を伴う LFが多いという結果であったが、低起式述
語接続形においては、高年層にも 2 拍目の拍内下降を伴わない LH が多く聞かれた。また、
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2
LF 16 22 4 23 18 5 22 18 5 24 17 0 32 12 0
LH 8 2 20 1 6 19 2 6 19 0 7 24 4 24 24
合計 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 36 36 24
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
LF 24 23 9 24 24 7 20 17 17 1 1 0
LH 0 1 15 0 0 17 4 7 7 23 23 24
合計 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24
表3. 第5類単独形のアクセント
岩屋 富島 郡家 洲本
由良 津井 福良 鳴門
明石
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2
LF 1 0 0 3 2 0 3 2 0 1 0 0 1 0 0
LH 5 6 6 3 4 6 3 4 6 5 6 6 8 9 6
合計 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 9 9 6
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
LF 2 1 0 1 1 0 2 4 4 0 0 0
LH 4 5 6 5 5 6 4 2 2 6 6 6


































 ここまでは個別の調査結果について確認した。表 2 から表 5 に示した数値のうち、〈第 4
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2
LF 6 6 0 4 5 2 5 5 3 6 6 1 9 8 0
LH 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
LL 0 0 6 1 1 4 1 1 3 0 0 4 0 1 6
合計 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 9 9 6
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
LF 5 4 2 3 5 1 3 3 2 0 0 0
LH 0 1 1 0 0 5 0 0 0 0 2 0
LL 1 1 3 3 1 0 3 3 4 6 4 6
合計 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
表5. 第5類＋高起のアクセント
明石 岩屋 富島 郡家 洲本
由良 津井 福良 鳴門
25 
 
類＋助詞〉に変化後の LH-Lのあらわれた数、また〈第 5類単独形〉〈第 5類＋低起式〉〈第
5 類＋高起式〉に変化後の LHまたは LLのあらわれた数をパーセンテージに直して示すと次

























くなっていることがわかり、それは〈第 4類＋助詞〉〈第 5類単独形〉〈第 5類高起式〉に
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2
第4類＋助詞 33% 50% 100% 0% 0% 71% 0% 0% 33% 0% 17% 88% 0% 53% 100%
第5類単独形 33% 8% 83% 4% 25% 79% 8% 25% 79% 0% 29% 100% 11% 67% 100%
第5類＋低起式 83% 100% 100% 50% 67% 100% 50% 67% 100% 83% 100% 100% 89% 100% 100%
第5類＋高起式 0% 0% 100% 33% 17% 67% 17% 17% 50% 0% 0% 83% 0% 11% 100%
地域
年齢層 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
第4類＋助詞 0% 0% 75% 0% 0% 58% 0% 4% 0% 0% 0% 58%
第5類単独形 0% 4% 63% 0% 0% 71% 17% 29% 29% 96% 96% 100%
第5類＋低起式 67% 83% 100% 83% 83% 100% 67% 33% 33% 100% 100% 100%
第5類＋高起式 17% 33% 67% 50% 17% 83% 50% 50% 67% 100% 100% 100%
鳴門福良津井由良
表6. 変化の傾向差（％）

















2)Ⅴ類の伝統型 aが減少、変わって伝統型 bが増加する（40代） 






Ⅰ〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5 類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉 
 









A. 〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉 
B. 〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 5類単独形〉 





























4.2.2 第 4類の変化傾向 





地域 明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
第4類＋助詞 61% 24% 11% 35% 51% 25% 19% 1% 19%
第5類単独形 42% 36% 38% 43% 59% 22% 24% 25% 97%
第5類＋低起式 94% 72% 72% 94% 96% 83% 89% 44% 100%















A1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉 
A2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類＋高起式〉 
A3.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉 
B1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉 
B2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉 
C.〈第 5類＋高起式〉＞〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉 
 






多くの先行研究では、第 5類が LFから LHへ変化し、その後に第 4類が変化し始めたとさ
れている。また、岸江・村田（2012）は「第 4類と第 5類の統合の発生について大阪市内
での内的要因による変化、つまり第 5類の拍内下降の消失および第 4類の LHLへの類推変
化がまず起こり、それが近畿周辺部まで拡散したと解釈する」という立場を取る。そし
て、田原・村中（2000）では東大阪市における調査結果を用いて「統合の道筋」が示され






















 本節では、淡路島方言アクセントにおける二拍名詞第 4類と第 5類の合同傾向について




A1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉 
A2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類＋高起式〉 
A3.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉 
B1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉 
B2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉 







1. 東京式アクセントとの関係（第 4類・第 5類が同じアクセントとなる） 
2. 他のアクセントに変化しにくい型の存在（安定性のあるアクセント：LH-L はそれ
にあたるか） 



















ことが多く、述語の 1 拍目が名詞の 2拍目より低く発音される傾向にあった。その点で
は郡（2011）と共通しているといえよう。 
4 本節では男女差については特に問題としない。岸江信介（1997）や田原広史・村中淑子
（2000）において第 4 類と第 5類の「標準語型」（HL）への移行は女性の割合が高いと
されているが、淡路島内において「標準語型」がきかれないため、またこれまで調査し
た中で同地域・同年齢層の男女にアクセントの違いがあまりないためである。 
5 第 5類＋助詞のアクセントはさらに遡れば LF-Lであった可能性が考えられるが、今回
の調査では聞かれなかった。 






















のアクセントは第 1類（魚など）の HHH型、第 2類
（小豆など）と第 4類（光など）の HHL型、第 3類
（力など）と第 5 類（命など）の HLL 型、第 6 類
（烏など）の LLH型、第 7類（苺など）の LHL型と
いう 5種類に分けることができる（表 1参照）。 
しかし、これらのうちとくに第 2類・第 4類とい
う従来 HHL 型で発音されていた語の多くが、第 3
類・第 5 類と同一の HLL 型や第 7 類と同一の LHL 型など、様々に変化する動きをみせるこ
とが以下の先行研究で指摘されている。本節はこれらの先行研究をふまえて、筆者がおこな




三拍名詞第 2類・第 4 類のアクセントについて述べた先行研究は数多く存在する。 
たとえば、楳垣実（1957）は大阪市内の中学生に対して調査をおこない、その結果から三
拍名詞アクセントの変化について、主に HHLから HLL になるもの（タカラ、ヒカリなど）と
HHLから LHLになるもの（カタナ、イタチなど）という二つのパターンがあることを指摘し


































岩屋：高年層 5人・中年層 6人・若年層 3人 
富島・郡家・由良・津井・福良：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
 洲本：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
明石・鳴門：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
春木：高年層 1人・中年層 2人・若年層 2人 
深日：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
恋野：高年層 3人・中年層 2人・若年層 2人 
加太：高年層 2人・中年層 1人・若年層 1人 




と第 4類「頭（アタマ）・刀・宝」1の計 6語 2とした。その後、それに加えて高知では三拍
名詞第 2類「女・扉・毛抜き・二つ」と第 4類「青菜・余り・生け簀・泉・イタチ・五日・
扇・男・鏡・敵（カタキ）・クルミ・獣・サザエ・備え・つづり・願い・ハサミ・光・二重




























加えると表 2 に示したように HHL で発音される数は約 4 割になる。このことから、語によ
高5 中6 若3 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高3 中3 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
HHL 31 29 24 8 7 5 5 2 4 12 12 9 10 10 8 10 10 7 29 26 18
HHH 20 37 21 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9 14 19
LHL 15 20 22 2 3 3 1 2 4 6 6 3 2 2 4 0 1 3 9 6 13
HLL 9 10 2 2 2 3 5 8 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 8 4
LLH 0 0 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0
計 75 96 75 12 12 12 12 12 12 18 18 12 12 12 12 12 12 12 54 54 54
高2 中2 若2 高2 中2 若2 高1 中2 若2 高3 中3 若2 高3 中2 若2 高2 中1 若1 高3 中4 若5
HHL 9 8 6 9 8 6 1 2 2 26 21 10 0 0 0 10 4 4 29 48 32
HHH 0 0 2 0 0 0 0 0 0 17 16 14 0 0 2 0 1 1 11 16 29
LHL 2 4 4 3 4 6 1 2 2 7 8 15 3 2 2 2 1 1 11 18 23
HLL 1 0 0 0 0 0 3 6 6 6 11 4 12 8 6 0 0 0 6 5 7
LLH 0 0 0 0 0 0 1 2 2 4 4 5 3 2 2 0 0 0 2 2 2




明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太












アズキ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 2 2 1 8 6 4 5 4 2 0 7 0 4 0
HHH 0 1 0 0 0 2 1 2 0 0 0 2 0 2
LHL 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 6
HLL 4 3 5 0 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0
LLH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フタリ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 7
HHH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0
LHL 2 6 5 8 6 3 5 5 6 0 1 0 0 1
HLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LLH 0 0 1 0 0 3 1 0 0 5 5 7 0 0
ムスメ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 6 6 5 8 6 6 6 6 6 5 7 0 4 8
HHH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HLL 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0
LLH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
アタマ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 5 5 1 8 6 6 6 6 6 0 7 0 4 8
HHH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HLL 1 1 5 0 0 0 0 0 0 5 0 7 0 0
LLH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
カタナ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 2 1 2 1 4 5 5 1 3 0 6 0 0 1
HHH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHL 4 2 2 7 2 1 1 5 3 5 1 7 4 7
HLL 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LLH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タカラ岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 明石 鳴門 春木 深日 恋野 加太 高知
HHL 6 6 2 8 6 6 6 5 6 0 7 0 4 7
HHH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HLL 0 0 4 0 0 0 0 1 0 5 0 7 0 1








オンナ深日 岩屋 福良 高知トビラ深日 岩屋 福良 高知フタツ深日 岩屋 福良 高知
HHL 6 8 3 13 HHL 0 0 2 0 HHL 0 7 0 5
HHH 0 0 0 0 HHH 3 6 1 6 HHH 0 0 0 0
LHL 0 0 0 0 LHL 0 1 1 1 LHL 6 1 3 0
HLL 0 0 0 0 HLL 3 1 1 6 HLL 0 0 0 0
LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0
アオナ深日 岩屋 福良 高知アマリ深日 岩屋 福良 高知イケス深日 岩屋 福良 高知
HHL 0 0 0 2 HHL 0 6 0 2 HHL 0 1 1 0
HHH 3 5 1 1 HHH 0 0 1 0 HHH 5 7 2 3
LHL 0 1 0 0 LHL 5 0 2 3 LHL 0 0 0 0
HLL 0 1 2 1 HLL 1 0 0 0 HLL 0 0 0 2
LLH 3 1 0 1 LLH 0 0 0 0 LLH 1 0 0 0
イズミ深日 岩屋 福良 高知イタチ深日 岩屋 福良 高知イツカ深日 岩屋 福良 高知
HHL 2 0 0 0 HHL 0 0 1 0 HHL 0 0 0 4
HHH 2 6 1 5 HHH 4 1 1 2 HHH 6 8 3 9
LHL 0 1 1 0 LHL 2 7 1 3 LHL 0 0 0 0
HLL 2 1 1 0 HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0
LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0
オーギ深日 岩屋 福良 高知カガミ深日 岩屋 福良 高知カタキ深日 岩屋 福良 高知
HHL 0 0 0 1 HHL 3 7 3 8 HHL 4 7 3 5
HHH 1 3 3 6 HHH 0 0 0 0 HHH 1 1 0 0
LHL 0 0 0 0 LHL 3 1 0 5 LHL 1 0 0 0
HLL 3 4 0 3 HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0
LLH 2 1 0 3 LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0
クルミ深日 岩屋 福良 高知ケモノ深日 岩屋 福良 高知サザエ深日 岩屋 福良 高知
HHL 0 0 2 0 HHL 1 0 0 3 HHL 0 0 1 1
HHH 6 8 1 13 HHH 4 8 3 2 HHH 0 0 0 0
LHL 0 0 0 0 LHL 0 0 0 0 LHL 6 5 1 0
HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0 HLL 0 3 1 4
LLH 0 0 0 0 LLH 1 0 0 0 LLH 0 0 0 0
ソナエ深日 岩屋 福良 高知ツヅリ深日 岩屋 福良 高知ネガイ深日 岩屋 福良 高知
HHL 3 2 0 4 HHL 1 1 2 4 HHL 6 8 3 4
HHH 3 5 2 0 HHH 3 0 0 1 HHH 0 0 0 0
LHL 0 1 1 1 LHL 2 7 1 0 LHL 0 0 0 1
HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0
LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0 LLH 0 0 0 0
フクロ深日 岩屋 福良 高知ホトケ深日 岩屋 福良 高知ワラビ深日 岩屋 福良 高知
HHL 3 4 3 1 HHL 1 2 0 0 HHL 1 0 0 0
HHH 0 0 0 0 HHH 5 6 3 5 HHH 0 0 0 0
LHL 3 4 0 4 LHL 0 0 0 0 LHL 1 3 0 2
HLL 0 0 0 0 HLL 0 0 0 0 HLL 4 5 3 3





















ズキ・ムスメ・アタマ・カタナ・タカラには HHL がもっとも多く HLL はほとんど聞かれな
い。表 4に示したトビラには HLLがあらわれることがある。ただし、この語には HHH なども
聞かれることがあるため、ここではひとまず除外する。 
また、上記と京都アクセントとを比較すると、アタマには HLL が多いが LHL があらわれ
ることもある。また、京都中年層においてもアタマは LHLであった。そのため、筆者による













エ・フタツに HLL のあらわれることがあり、アマリ・カガミ・フクロには HLL が多い。ま
HHL 6 HHL 8
HHH 0 HHH 0
LHL 1 LHL 0
HLL 0 HLL 0
LLH 1 LLH 0
HHL 0 HHL 8 HHL 0
HHH 0 HHH 0 HHH 0
LHL 8 LHL 0 LHL 8
HLL 0 HLL 0 HLL 0





































 表 4 をみると、オンナとネガイにはほとんど HHL しかあらわれていないことがわかる。
これらはいずれも京都アクセント・京都中年層において HLLで発音される。他の語の傾向か
らしても、いずれは HLLなど別の型が多くなるものと考えられるが、たとえばトビラやイツ
























カタナ HHL LHL HHL LHL カタナ HHL LHL
アズキ HLL HHH アズキ HHL LHL LHL HHL
カタナ HHL LHL HLL LHL カタナ LHL HHL
アズキ HHL HLL HLL HLL アズキ LHL HHH
カタナ カタナ LHL HHL
アズキ HHL HHL アズキ




カタナ LHL HHL カタナ
アズキ HHH HHL アズキ






















































































































 すでに述べたように、HHLから HLLへ変化することは H2型の H1型への統合によるもので
あると考えられ、名詞に限らず動詞や形容詞においても同時代的にみられる変化である。ま
トビラ HLL LHL トビラ
アオナ HHH HLL HHH LHL アオナ
イズミ LHL HHH HLL HHH イズミ
イタチ LHL HHH イタチ
オーギ HLL HHH HLL HHH オーギ
サザエ LHL HLL HLL LHL サザエ
ソナエ HHH HHL HHH LHL ソナエ
ツヅリ LHL HHL ツヅリ
ワラビ HLL LHL ワラビ
トビラ HHH HLL トビラ
アオナ LLH HHH HHH LLH LLH HHH アオナ HLL HHH
イズミ HHH HHL HLL HHL HHH HLL イズミ
イタチ イタチ
オーギ HHH HLL オーギ HLL HHH
サザエ HLL LHL サザエ HLL LHL
ソナエ HHH HHL ソナエ HHL LHL
ツヅリ HHL HHH ツヅリ HHH HHL











































































































5.1 変化の時期と H1型 
楳垣（1957）をはじめとした先行研究では、第 2類・第 4類の語のアクセントが変化する
先の「基本線」を HLLと想定している。このような H2型が H1型に統合される傾向は、名詞
に限らず動詞・形容詞などにおいてもみられるものであり、たとえば三拍形容詞（「赤い」
など）の終止形はかつて HHL（第 1類）と HLL（第 2 類）という区別があったが、現在は多
くの地域で HLLに合同している。ただし、筆者の調査によれば、この傾向が顕著にあらわれ
るものとそうでないものがあり、各地域において必ずしも統一的に生じるわけではない。 










































































 本項では、三拍名詞第 2 類・第 4 類のアクセントがさまざまな型に変化する理由につい
て考察をおこなった。これをまとめると、表 9のようになる。表 9における変化の時期につ
いては、H2型の H1型への統合によってあらわれる HLL を「早い」としたうえで、それ以外
のアクセントを「遅い」と仮定した。語の馴染み度についても同様に、HHHを「低い」とし
たうえで、そのほかを「高い」と仮定した。 
 たとえば、カタナは各地域のアクセントを図 1のようにあらわすことができる 8が、上に
















アクセント 変化の時期 その動機 語の馴染み度
HHL ― 子音・母音の構成など 高い
HLL 早い H2型のH1型への統合など 高い
LHL 遅い 子音・母音の構成など 高い





























 本節では、三拍名詞第 2 類・第 4 類に生じるアクセント変化について述べてきた。楳垣
（1957）や村中（2005）で示されている HLL や LHL のほか、楳垣（1957）や都染（1987）、
田原・中上（1999）で示されているように HHL から HHH や LLH に変化する語がみられるこ








三拍名詞のアクセント変化については、本節で取り上げた第 2 類・第 4 類のほか、従来


































ないが、語数の多い H0 型（HHH など）はそれにあたるか。また、変化しにくいと考え
られる L2 型（LHL など）なども安定性が高いアクセント型であると考えることができ





7 助詞接続形では、第 1類・第 6類が LHH-H、第 2類・第 4類が LHH-Lとなる。 




















































































































岩屋・富島・郡家・由良・津井・福良：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
洲本：高年層 3人・中年層 2人・若年層 2人 
明石・鳴門：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
未然 連用 終止 連体 仮定 命令 意志
上一段 ‐i ‐i ‐iru ‐iru ‐ire ‐iro ‐i(yoo)
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
五段化 ‐ira ‐iri ‐iru ‐iru ‐ire ‐ire ‐iroo
下一段 ‐e ‐e ‐eru ‐eru ere ‐ero ‐e(yoo)
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓




春木：高年層 1人・中年層 2人・若年層 2人 
深日：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
恋野：高年層 3人・中年層 2人・若年層 2人 










地域 明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門 春木 深日 加太 恋野
年齢層 高（2） 高（2） 高（2） 高（2） 高（3） 高（2） 高（2） 高（2） 高（2） 高（1） 高（3） 高（2） 高（3）
否定（5） 0 3 10 10 15 10 10 10 0 5 0 0 10
連用命令（4） 8 1 0* 0* 12 2 0* 0* 0* 4 0 0 8
命令（4） 0 0 8 7 12 5 0 0 0 0 0 0 0
意志（4） 0 0 8 8 12 8 1 0 0 4 0 0 8
年齢層 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（3） 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（3） 中（1） 中（2）
否定（5） 0 8 10 10 15 10 10 10 0 10 0 0 10
連用命令（4） 8 1 7 0* 12 7 0* 0* 0* 8 0 0 8
命令（4） 8 0 8 8 12 8 0 0 0 0 0 0 0
意志（4） 8 0 8 8 0 8 0 8 0 8 0 0 8
年齢層 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（1） 若（2）
否定（5） 4 8 10 10 10 10 10 6 0 10 0 0 10
連用命令（4） 4 4 4 8 8 4 8 0* 0* 8 0 0 8
命令（4） 0 0 8 8 8 8 0 0 0 0 0 0 0
意志（4） 0 0 4 8 8 4 0 4 0 6 0 0 4
地域 明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門 春木 深日 加太 恋野
年齢層 高（2） 高（2） 高（2） 高（2） 高（3） 高（2） 高（2） 高（2） 高（2） 高（1） 高（3） 高（2） 高（3）
否定（8） 6 12 16 16 24 16 16 16 1 8 0 0 16
連用命令（7） 2 6 0* 0 21 1 0* 0* 0 7 0 0 14
命令（8） 0 0 16 16 24 15 7 0 0 0 0 0 0
意志（6） 0 0 12 12 18 11 0 0 0 6 0 0 12
年齢層 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（3） 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（2） 中（3） 中（1） 中（2）
否定（8） 14 16 16 16 24 16 16 16 2 16 0 0 16
連用命令（7） 4 4 7 0* 21 14 1 0* 0 14 0 0 14
命令（8） 16 0 16 16 24 16 0 0 0 0 0 0 0
意志（6） 12 0 12 12 6 12 0 0 0 12 0 0 12
年齢層 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（2） 若（1） 若（2）
否定（8） 14 16 16 16 16 16 16 11 0 16 0 0 16
連用命令（7） 0 4 10 6 14 7 4 0 0 14 0 0 14
命令（8） 0 0 16 16 16 0 0 0 0 0 0 0 0




































































































































































































れることもあるということを示す（表 5から表 9においても同様）。 
これら二つの地域においては第 3項において述べたように五段化が生じておらず、第 1
類・第 2類ともに五段動詞と一段動詞とで否定形・連用命令形の拍数が異なる。たとえ
ば、第 1類五段動詞の場合は終止形から順に「置く HH・置かん HHH・置き HH・置け HL・





る。たとえば、第 1類五段動詞の場合は終止形から順に「置く HH・置かん HHH・置き HH・














類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
五段 置く HH HHH HH HL HH(HHH)
一段 着る HH HH H F/HL HH(HHH)
五段 書く LH LLH LH LF LH(LLH)
一段 出る LH LH R/H F/HL LH(LLH)




類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
五段 置く HH HHH HH HL HH(HHH)
一段～五段 着る HH HHH HH HL HH(HHH)
五段 書く LH LLH LH LF LH(LLH)
一段～五段 出る LH LLH LH LF LH(LLH)






ントに変化が生じており、第 2類の五段動詞が第 1類と同じ型に、第 2類の一段動詞が第 3
類と同類のアクセントになるという点である。表 6には、すでにその変化を終えており、五
段化傾向も顕著にみられる洲本のアクセントを示した。第 2類の五段動詞は「動く HHH・動
かん HHHH・動き HHH・動け HHL・動こ HHH」であり、一段（五段）動詞は「起きる LLH・起
きらん LLLH・起きり LLH・起きれ LHL・起きろ LLH」である。このように、第 1類の五段・
一段動詞と第 2 類の五段動詞が同じ拍数・アクセントになっており、第 2 類の一段動詞と
第 3類が同じ拍数・アクセントになっていることがわかる。 
 表 7に示したのは、福良のとくに高年層における三拍動詞のアクセントであるが、ここで
は第 2類の五段動詞がまだ第 1類に合同していない 11。福良では五段化傾向がさほど強くは
みられず、三拍動詞においては否定形にあらわれるのみであるが、第 2類の一段動詞は第 3
類と同一のアクセント型となっている。そのほか、津井や由良においても福良と同様のアク














類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
五段 洗う HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
一段～五段 開ける HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
五段 動く HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
一段～五段 起きる LLH LLLH LLH LHL LLH(LLLH)




類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
五段 洗う HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
一段～（五段） 開ける HHH HHHH HH HF HHH(HHHH)
五段 動く HLL HHLL HHH HLL HHL(HHLL)
一段～（五段） 起きる LLH LLLH LH LF LLH(LLLH)







4.2.1 をふまえて、五段化と三拍動詞第 2 類のアクセント変化の時期について検討する。 
先にも述べたように、五段化はアクセントの式や類別には影響を及ぼさないと考えられ















2 類の五段動詞は「動く HLL・動かん HHLL・動き HHH・動け HLL・動こ HHL」であり、一段動












類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
五段 洗う HHH HHHH/HHLL HHH HHL HHH(HHHH)
一段 開ける HHH HHH HH HF HHH(HHHH)
五段 動く HLL HHLL HHH HLL HHL(HHLL)
一段 起きる HLL HLL LH LF HLL(HLLL)













それでは、上記とは反対に「第 2類一段動詞が第 3 類に合同する前に五段化が進んだ」場
合、五段化はそのアクセント変化にどのような影響を及ぼしたであろうか。 
表 8 をもとに、第 2 類一段動詞の第 3 類への合同が進む前に五段化が生じた場合のアク
セントを想定して、表 9を作成した。第 2類一段動詞は他の類や第 2類五段動詞と異なり、
各活用形に高起式と低起式とが入り交じる状態であった。五段化が生じてもそれは変わら
ず、もともとの第 2類五段動詞は「動く HLL・動かん HHLL・動き HHH・動け HLL・動こ HHL」、
第 2 類一段動詞は「起きる HLL・起きらん HHLL・起きり LLH・起きれ LHL・起きろ HHL」と
いうようなアクセントになると考えられる。つまり、仮に五段化がすべての活用形に生じて















トは下がらず、第 2類五段動詞は第 1類（「洗います HHHHH」）と、第 2類一段動詞は第 3類
類 活用 語例 終止 否定 連用命令 命令 意志
1 五段 洗う HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
一段 開ける HHH HHHH HHH HHL HHH(HHHH)
2 五段 動く HLL HHLL HHH HLL HHL(HHLL)
一段 起きる HLL HHLL LLH LHL HHL(HHLL)


















 第 4節では、五段化とアクセントとの関係について次のことを述べた。 










































































12 筆者が 2014 年～2016 年におこなった調査の結果をもとに作成した。ここでは高年層 3












































拍・類別 活用 語例 終止形 終止連体形
五段 言う・買う HL HH
一段 着る・寝る HL HH
五段 書く・脱ぐ LF LH
一段 見る・出る LF LH
2拍・第3類 五段 居る HL HL
五段 上がる・洗う HHL HHH
一段 開ける・負ける HL HHH
五段 動く・頼む LLF HLL
一段 起きる・建てる LF HLL






拍・類別 活用 終止連体形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HH HHH HLL HHL HHH HL
一段 HH HH HL HHL HHH F
五段 LH LLH LLH LHL LLH LF
一段 LH LH HL LHL HHH F
2拍・第3類 五段 HL HLL HLL HLL HLL HL
五段 HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
一段 HHH HHH HLL HHHL HHHH HL
五段 HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
一段 LLH LLH LHL LLHL LLLH LF













 岩屋・富島・郡家・由良・津井・福良：高年層 2 名、中年層 2名、若年層 2名 
 洲本：高年層 3名、中年層 3名、若年層 2名 
 明石：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
 鳴門：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
春木：高年層 1名、中年層 2名、若年層 2名 
 深日：高年層 3名、中年層 3名、若年層 2名 
 加太：高年層 2名、中年層 1名、若年層 1名 
 恋野：高年層 3名、中年層 2名、若年層 2名 






拍動詞第 1類「買う・寝る・着る・する」、第 2類「書く・見る・出る・来る」、第 3類「居
る（オル）」という 9語と、三拍動詞第 1類「歌う・上がる・洗う・探す・負ける・開ける」





 調査結果を地域別、年齢層ごとにまとめると、表 3 のようになる。二拍動詞と三拍動詞と
で大別し、さらにそれぞれの類別とそこにあらわれるアクセントを示した。表の中の「高・
中・若」は高年層・中年層・若年層を意味しており、（ ）内の数字は調査人数をあらわす。 
 以下では、この表 3をもとにして、地域を分けて類別に確認する。 
なお、この表 3には二拍動詞第 1類「する」と第 2 類「来る」を含んでいない。この 2語












に HLL、若年層に HHL が多いといえるが、由良・津井・福良では全体に HLL のほうが多い。
これらの地域において置き換わりがそれほど進んでいるわけではないことがわかる。 





 三拍動詞第 1類（「歌う」「負ける」など）の禁止形にも、二拍動詞第 1類と同じく〈古い
終止形〉を残した HHLLと〈新しい終止形〉を反映した HHHLの 2種があらわれる。しかし、
やはり由良・津井・福良では全体的に HHLL が多く、置き換わりがそれほど進んでいない。 
高（2） 中（2） 若（2） 高（2） 中（2） 若（2） 高（2） 中（2） 若（2） 高（3） 中（3） 若（2）
HLL 10 0 0 10 4 4 11 6 8 16 8 13
HHL 4 14 14 4 10 10 3 8 6 5 13 1
2 LHL 12 12 12 12 12 12 12 12 12 18 18 12
HLL 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2
HHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HHLL 14 0 0 18 9 11 15 2 13 27 8 16
HHHL 4 18 18 0 9 7 3 16 5 0 19 2
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HHLL 4 1 0 4 2 3 2 3 3 6 0 4
HHHL 0 3 4 0 2 1 2 1 1 0 6 0
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHLL 2 0 0 4 3 3 7 2 6 9 4 6
LLHL 6 8 8 4 5 5 1 6 2 3 8 2
計 58 58 58 58 58 58 58 58 58 87 87 58
高（2） 中（2） 若（2） 高（2） 中（2） 若（2） 高（2） 中（2） 若（2） 高（2） 中（2） 若（2）
HLL 14 14 12 14 10 13 14 11 13 2 7 4
HHL 0 0 2 0 4 1 0 3 1 12 7 10
2 LHL 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
HLL 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
HHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0
HHLL 18 18 18 18 18 17 18 16 18 10 4 4
HHHL 0 0 0 0 0 1 0 2 0 8 7 14
HLLL 4 0 0 2 0 0 4 0 0 0 1 0
HHLL 0 4 4 2 4 4 0 4 4 2 0 0
HHHL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 4
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHLL 6 6 6 6 6 7 6 5 5 1 2 4
LLHL 2 2 2 2 2 1 2 3 3 7 6 4






































高（2） 中（2） 若（2） 高（1） 中（2） 若（2） 高（3） 中（3） 若（1） 高（3） 中（2） 若（2）
HLL 14 0 4 0 0 0 21 21 7 0 0 0
HHL 0 14 10 7 14 14 0 0 0 21 14 14
2 LHL 12 12 12 6 12 12 18 18 6 18 12 12
HLL 2 0 0 1 2 2 3 3 1 3 2 2
HHL 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
HLLL 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
HHLL 15 10 3 0 0 0 27 27 9 4 0 0
HHHL 3 8 15 9 17 18 0 0 0 23 18 18
HLLL 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
HHLL 0 1 2 0 0 0 6 6 2 1 0 0
HHHL 1 2 2 1 4 4 0 0 0 5 4 4
HLLL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LHLL 6 4 2 0 0 0 12 12 4 12 8 8
LLHL 2 4 6 4 8 8 0 0 0 0 0 0
計 58 58 58 29 58 58 87 87 29 87 58 58
高（2） 中（1） 若（1） 高（2） 中（4） 若（3）
HLL 14 7 7 2 2 0
HHL 0 0 0 4 10 9
2 LHL 12 6 6 8 16 12
HLL 2 1 1 2 4 3
HHL 0 0 0 0 0 0
HLLL 0 0 0 0 0 0
HHLL 18 9 9 0 7 2
HHHL 0 0 0 12 17 16
HLLL 0 0 0 5 15 9
HHLL 4 2 2 3 0 0
HHHL 0 0 0 0 1 3
HLLL 0 0 0 0 0 0
LHLL 8 4 4 0 0 0
LLHL 0 0 0 4 8 6













































 恋野の三拍動詞第 2類一段活用の禁止形に LHLLしか聞かれないのは、この地域の終止形
が若年層に至るまで LLHではなく LHLであるため（第 3類「歩く」も LHL）であると考えら
れ、ここにだけ〈古い終止形〉の名残がみられるわけではない。また、恋野の高年層には、



















 以上で確認した結果から、調査地域を大きく 2つにわけることができる。 
 A. 禁止形に、〈古い終止形〉から〈新しい終止形〉への置き換わりがみられる地域 
 B. 禁止形に〈古い終止形〉を留めている地域 
 ほとんどの地域が Aにあてはまり、Bにあてはまるのはまったく変化する様子がみられな
い深日・加太 7である。若年層に至るまで〈古い終止形〉のほうが多くあらわれる由良・津









 本節では、これらの問題について考えてみたい。その際、以下の 4点を主軸に据える。 
 ① 〈新しい終止形〉のアクセントへの置き換わりが起きた時期 
 ② 上記の変化が起きた理由 
 ③ 一旦置き換わりが進んだが、その後に〈古い終止形〉と同じ型が増えた地域について、
その理由 
 ④ ①の変化がみられない地域について、その理由 







  高年層：春木、恋野、（明石）、（高知） 
  中年層：（岩屋）、（富島）、（郡家）、洲本、鳴門 
  ほとんど変化なし：由良、津井、福良 
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 佐藤栄作（1989）編は 12 地点において 1902 年～1924 年生まれの話者のアクセントを録
音したものであるが、京阪式アクセント地域のうち禁止形アクセントが〈新しい終止形〉に

























とから、まず第 2 類の一段活用が第 3 類へ、少し遅れて五段活用が第 1 類へ合同すること



















 この連用命令禁止形のアクセントは現代の淡路島などでは「買いな HHL」「書きな LHL」


















 4.3.で触れたように、三拍名詞第 2・4類（「女」「宝」など）や三拍形容詞第 1類（「赤い」
69 
 
「暗い」など）には HHL から HLL、四拍形容詞（「悲しい」「厳しい」など）には HHHL から
HHLL へ変化するという傾向がある程度みられる。禁止形を終止形に助詞ナが接続したもの
と捉えるのではなくひとまとまりとしてみた場合 15、例えば二拍動詞第 1類の HLLや三拍動
詞第 1類の HHLLなどはこれらのアクセントと同じ型であることになる。つまり、品詞にか
かわらずみられる〈型の統合〉（H3 型と H2 型、あるいは H2 型と H1 型）と同種のものであ
り、型として安定していると捉えることができよう 16。 
 また、三拍動詞第 2類一段活用や第 3類の禁止形 LHLL というのは、例えば四拍形容詞に
LLHL（「四角い」「おいしい」など）があるために、HLL などと同じく安定したアクセントで
あるとは必ずしもいえないが、LHL で安定している二拍動詞第 2 類の禁止形と同じ型（L2






































4 三拍動詞第 3 類「歩く」はすべての人に発音してもらったわけではないので結果には含
めないが、第 2類一段活用と同じ傾向を示す。 
5 淡路島以外の地域でも同様。そのため、以下では言及しない。 






9 三拍動詞第 1類・第 2類の五段活用に HLLLという型があらわれている。ただし、二拍動
詞第 1 類や三拍動詞第 3 類などは〈古い終止形〉に助詞ナが接続したものと解される状
態である。 
10 元のデータでは三拍動詞第 1類などで HHMLとされている箇所があるが、上野（2011）に
倣って HHLLと解釈する。 




13 高知では加藤・中井（2009）によると「書きな LHH」「荒らしな HHHH」「建てな LHH・LLH」
「歩きな LHHH」で、ナが低接しないが、筆者の調査では「書きな LHL」「あがりな HHHL」












16 ただし、第 1章第 2節で述べたように、〈型の統合〉が必ずしも強い力をもつわけではな
いため、ほかの理由も考える必要があるだろう。なお、明石や春木の中年層に聞かれた三
拍動詞第 1類・第 2類五段活用の HLLLは、HHLLから下がる位置がさらに一つ前へ動いた
ものとも考えられる。 
17 三拍名詞においても同じような傾向がみられる。上野和昭（2011、p.500）では、「いわ
ゆる「体系変化」から「近世」の間」に HHLから LHL へ移行したものとして「みどり」「戦
（いくさ）」などがあげられている。現代方言においても第 1 章第 2 節で述べたように、

































アクセントによって 3 種類にわけられる。京阪地域においては表 11に示した体系が伝統的
で、たとえば終止形のアクセントは第 1類 HHH（上がる、負けるなど）、第 2類 HLL（動く、



















類別（活用） 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
第1類（四段） 上がる HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
第1類（二段） 負く HHH HHH HLL HHLL HHH HL
第2類（四段） 動く HLL HHLL HLLL HLLL HHLL HLL
第2類（二段） 起く HLL HLL LHL HLLL HLL LF
第3類 歩く LHH LHHH LHLL LHLL LHHH LHL
表1. 江戸中期の京都アクセント
類別（活用） 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
第1類（五段） 上がる HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
第1類（一段） 負ける HHH HHH HLL HHHL HHHH HL
第2類（五段） 動く HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
第2類（一段） 起きる LLH LLH LHL LLHL LLLH LF






については、第 1 類と第 2 類の間で H2 型と H1 型が混同した結果、第 2 類の終止形のアク
セントも変化したとする。 
 また、奥村三雄（1981、1990）においても、連用形を中心とした活用形アクセントなどが、
たとえば第 1 類の過去形なら HHLL から HLLL へ変化して第 2 類五段活用と合併した結果、
その影響で他の活用形も次第に合併したと推測する。さらに、第 2類一段活用の変化には連
用形などの活用形アクセントが低起式であることが関与しているのだという。 
 これらをふまえて、上野和昭（2011）は HHLから HLL、あるいは HHLLから HLLL のような
H2 型と H1型との統合（過去形・否定形・意志形・命令形）がきっかけになったとする。そ






























岩屋：高年層 5人・中年層 6人・若年層 3人 
富島・郡家・由良・津井・福良：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
洲本：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
明石・鳴門：高年層 2 人・中年層 2人・若年層 2人 
春木：高年層 1人・中年層 2人・若年層 2人 
深日：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
恋野：高年層 3人・中年層 2人・若年層 2人 
加太：高年層 2人・中年層 1人・若年層 1人 




















 また、表 1と比較して変化しているとみられる部分を斜体・太字であらわしている。 
 
3.1 三拍動詞第 1類 
3.1.1 五段活用 
















3.2 三拍動詞第 2類 
3.2.1 五段活用 

















 三拍動詞第 2類の一段活用についての結果をまとめると、表 6のようになる。 









地域 年齢層 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
高(1) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(3) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(1) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(1) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HLL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL・HHLL HHH[H] HLL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(5) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(6) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(3) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH (HLLL・HHLL) HHLL・HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(3) HHH HHHH HLLL・HHLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH (HHLL・HLLL) HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHLL HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HHLL HHHL HHH[H] HHL
中(4) HHH HHHH HHLL HHHL HHH[H] HHL





















地域 年齢層 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
高(1) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
高(3) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(3) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(3) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(1) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(1) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHHL・HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
高(5) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(6) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(3) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHLL・HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(3) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(3) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
中(2) HHH HHH HLL HHLL HHH[H] HL〈HHL〉
若(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
高(2) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉
中(4) HHH HHH HLL HHHL HHH[H] HL〈HHL〉


























地域 年齢層 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
高(1) HHH HHHH HLLL (HLLL・HHHL) HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(3) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL HHHL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(1) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(1) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH (HHLL・HHHH) HLLL (HHLL・HHHL) HHH[H] HLL・HHL
中(2) HHH HHLL HLLL HHHL HHH[H] HLL
若(2) HHH HHLL (HHLL・HLLL) HHHL HHH[H] HHL
高(5) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
中(6) HHH HHHH HLLL・HHLL HHHL HHH[H] HHL
若(3) HHH HHHH (HLLL・HHLL) HHHL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
中(2) HHH HHHH HHLL・HLLL (HHLL・HHHL) HHH[H] HHL・HLL
若(2) HHH HHHH (HLLL・HHLL) HHLL HHH[H] HHL
高(2) HHH HHHH HLLL (HHLL・HHHL) HHH[H] HHL・HLL
中(2) HHH HHHH HLLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH (HLLL・HHLL) HHLL HHH[H] HHL
高(3) HHH HHHH HHLL HHLL HHH[H] HHL
中(3) HHH HHHH HLLL・HHLL HHHL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH (HLLL・HHLL) HHLL HHH[H] HHL
高(2) HLL HHLL・HHHH HLLL HLLL HHH[H] HLL
中(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HLLL・HHLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HLL (HHHH・HLLL) HLLL （HLLL・HHLL) HHH[H] HHL・HLL
中(2) HHH HHHH HHLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHHH HHLL・HLLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HLL HHLL・HHHH HLLL HLLL HHH[H] HLL・HHL
中(2) HHH HHLL・HHHH HHLL HHLL HHH[H] HHL
若(2) HHH HHLL・HHHH HHLL HHLL HHH[H] HHL
高(2) HLL HHLL HLLL HLLL HHH[H] HLL
中(2) (HLL・HHH) HHLL HLLL (HHLL・HHHL) HHH[H] HLL
若(2) HHH HHHH HLLL (HHHL・HHLL) HHH[H] HHL
高(2) HLL HHLL HLLL HLLL HHL[L] HLL
中(4) HLL HHLL HLLL HLLL HHL[L] HLL


























地域 年齢層 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
高(1) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
高(3) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(3) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(3) LHL LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LHL LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LHL LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(1) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(1) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL （LLHL) LLH[H] LF〈LHL〉
高(5) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
中(6) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(3) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL （LHLL) LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(3) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(3) LLH LLH LHL LLHL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
中(2) LLH LLH LHL （LLHL） LLH[H] LF〈LHL〉
若(2) LLH LLH LHL LHLL LLH[H] LF〈LHL〉
高(2) HLL HLL LHL HLLL HLL[L] LH〈LHL〉
中(4) HLL HLL LHL HLLL HLL[L] LH〈LHL〉























3.3 第 3類 






 三拍動詞第 2 類五段活用のアクセントは第 1 類と、第 2 類一段活用のアクセントは第 3
類と同一の型となる。調査した春木・深日・恋野・加太においても同じことが観察された。
表 2に示した現代京都アクセントと合わせて、次のことが言える。 








  B. 変化には同じ原理が働いている。 




あることから、基本的にはこの地域も前述の A と B にはあてはまり、その他の活用形アク
セントについては何らかの理由で変化が後れているものと捉えることにする。 
 









終止形は、五段活用が HLL から HHH へ、一段活用が HLL から LLH（LHL）へと変化する。
例外はみられず、第 1 類あるいは第 3 類と同一の型になるという単純なものであるといえ
る。禁止形についても同様、五段活用は HLLLから HHLL あるいは HHHLになり、一段活用は
HLLLから LHLLあるいは LLHLになる。 
また、否定形は五段活用が HHLLから HHHHへ、一段活用が HLLから LLHへ変化し、命令形




 次に、過去形について述べる。五段活用の過去形は HLLL から一旦 HHLL へ変化するよう
な様子をみせる。ただし、合同した後はおおむね HLLLで安定する。見かけの上ではこの活
用形に第 2類の型が残っているようにもみえるが、第 1類をみるともともと HHLL であった
ものが、第 2 類が HHLL へ変化するのとほぼ同時か少し遅れて HLLL へ変わっていくことが
わかる。つまり、変化の流れとしては HLLL→（HHLL）→HLLLというふうにまとめられるで
あろう。前の HLLL と後の HLLL は結果として同じ型となっただけで、後者は第 2 類のアク
セントが残ったわけではなく、H2型から H1型への変化によるもの 6であると考えたほうが
よさそうである。 




















知市の若年層 2名（いずれも 1990年生、調査結果で第 2類に変化後のアクセントがあらわ







 これまでに述べたことと 1.2でまとめた先行研究とを比較すると、次のことが言える。 
  C. H2 型から H1型への統合は、それほど顕著にみられない：変化のきっかけが〈型の















 表 7 で示した高知若年層の三拍動詞第 2 類アクセントについて検討する。基本的には、
第 2類の伝統的なアクセントがまだ残っているといってよい状態である。しかし、その中で
も 1985 年生まれの話者と 1990 年生まれの 2 人の話者においては、第 2 類一段活用の終止
形や意志形、否定形に第 3 類と同一の型があらわれる場合があり、変化の様子がうかがえ
る。 









 それでは、何がきっかけとなって第 2類の変化がはじまるのであろうか。前述の A～Dを
ふまえて、また 4.2および 4.3を合わせて考えると、次の可能性を提示することができる。 
 
E. 否定形のアクセントは、後ろから 3拍目で下がる（-3型）という点で、第 2類五段
活用と一段活用とはもともと一致していた 8。  
F. 第 2類五段活用の意志形は、一時的に HHL [L]と HLL [L] との間（H2型と H1型）
でゆれが生じ、それによって第 2類一段活用と混同した。また、これにより、過去形
と命令形（と「接続連用形」）以外のアクセント型がほとんど同一になろうとした。 
G. 第 2類五段活用の過去形と第 1類五段活用の過去形とが、HLLL（H1型）と HHLL（-
3型）との間でゆれはじめた。 
H. 意志形の変化の前に「接続連用形」が無核化していた、あるいは無核化しつつあっ
たため、第 2 類の五段活用と第 1 類、第 2 類の一段活用と第 3 類には共通するとこ
終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
一段 HHH HHH HHLL HHLL HHHH HHL
五段 HLL HHLL HLLL HLLL HHLL/HLLL HLL
一段 HLL HLL LHL HLLL HLLL LH
第3類 五段 LLH LLLH LHLL LHLL LLLH LHL
終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
一段 HHH HHH HHLL HHLL HHHH HHL
五段 HLL HHLL HHLL/HLLL HLLL HHLL HLL
一段 HLL HLL LHL LLHL/HLLL HLLL/LLLH LH
第3類 五段 LLH LLLH LHLL LHLL LLLH LHL
終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
一段 HHH HHH HHLL HHLL HHHH HHL
五段 HLL HHLL HLLL HLLL HHLL HLL
一段 HLL/LLH HLL LHL HLLL HLLL/LLLH LH
第3類 五段 LLH LLLH LHLL LHLL LLLH LHL
終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
一段 HHH HHH HHLL HHLL HHHH HHL
五段 HLL HHLL HLLL/HHLL HLLL HHLL/HHHH HLL
一段 HLL/LLH HLL LHL HLLL/LLHL HLLL/LLLH LH
第3類 五段 LLH LLLH LHLL LHLL LLLH LHL
終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 HHH HHHH HHLL HHLL HHHH HHL
一段 HHH HHH HHLL HHLL HHHH HHL
五段 HLL HHHH/HHLL HLLL/HHLL HLLL/HHHL HHLL/HHHH HLL
一段 HLL/LLH HLL/LLH LHL HLLL/LLHL HLLL/LLLH LH























みられる、後ろから数えて 3 拍目で下がる-3 型に落ち着こうとする力は、H2 型と H1 型の
統合と同じく、品詞にかかわらずみられるものである。これも、三拍動詞第 2類の変化に関
わったであろう。また、第 2 類五段活用の変化は、たとえば第 1章第 2節で述べたように、








C. H2 型から H1型への統合は、それほど顕著にみられない：変化のきっかけが〈型の









F. 第 2類五段活用の意志形は、一時的に HHL [L]と HLL [L] との間（H2型と H1型）
でゆれが生じ、それによって第 2類一段活用と混同した。また、これにより、過去形
と命令形（と「接続連用形」）以外のアクセント型がほとんど同一になろうとした。 
G. 第 2類五段活用の過去形と第 1類五段活用の過去形とが、HLLL（H1型）と HHLL（-
3型）との間で揺れ始めた。 
H. 意志形の変化の前に「接続連用形」が無核化していた、あるいは無核化しつつあっ




























6 三拍名詞第 2類・第 4類の HHL→HLLという変化や、三拍形容詞第 1類の終止形における
HHL→HLLという変化と同様のものであり、品詞にかかわらずみられる。 
7 第 1章第 2節で述べたとおり、HLLへの変化よりも LHLや HHHへの変化の目立つ場合があ
る。 
























































































1 類 HHL・第 2類 HLLとなる。しかしながら、現代においては第 1類が第 2類に合同する動
きをみせており、そうすると第 1類・第 2類ともに終止形（基本形）は HLLとなる。また、








容詞終止形と連用形 2アクセントを表 1にまとめる。終止形アクセントは第 1類と第 2類と
で下がり目の位置が異なること、連用形アクセントは第 1類が高くはじまり（以下、本節で










第 2 類アクセントしかあらわれないが、カッタ形に第 2 類アクセントだけでなく第 1 類的
類別 語例 終止形 カッタ形 テ形 ナル形
第1類 赤い、暗い HHL HHLLL HLL HHHH／HLLL
第2類 白い、長い HLL LHLLL LHL LHHH
表1.　田辺における3拍形容詞アクセント
類別 語例 終止形 カッタ形 テ形 ナル形
第1類 赤い、暗い HLL LHLLL LHLL LHLLL／LLLH










尾直和（1991）があり、ここでも終止形は HLLで第 2 類的だが、ナル形のアクセントは類に
関係なく H-型となっており、表 2とは異なる様相であることがうかがえる。 
これらの先行研究を総合すると、京阪式アクセント地域における三拍形容詞のアクセン









岩屋・富島・郡家・由良・津井・福良：高年層 2人・中年層 2人・若年層 2人 
鳴門・明石：高年層 2 人・中年層 2人・若年層 2人 
洲本：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
春木：高年層 1人・中年層 2人・若年層 2人 
深日：高年層 3人・中年層 3人・若年層 2人 
恋野：高年層 3人・中年層 2人・若年層 2人 















 以下、3.1から 3.4では「遠い（第 1類）」と「多い（第 2類）」を除いた結果を示す。こ




 まず、終止形のアクセントを表 3に示した。 
これをみると、調査したほとんどの地域において、終止形には第 2 類アクセントである
HLLしか聞かれないということがわかる。第 1類と第 2類の区別を残しており、第 1類 HHL・
第 2 類 HLL という対立がみられるのは岬町深日と和歌山市加太の高年層のみである。ただ
し、深日の高年層の結果によると、第 1類の語は HLL で発音されるほうが多く、HHLは 4割
ほどであった。また、伝統的に HLLである第 2類の語にも HHLがあらわれる場合があった。
それに対して加太の高年層は第 1 類に HHL が残っている状態であり、一方で第 2 類の語に
も HHL があらわれた。つまり、深日の高年層は HHL から HLL への変化の途中段階にあるこ
と、加太の高年層は両類の区別をよく保っていることがいえる。ただし、どちらの地域も中
年層以下では HLLしかあらわれず、他の地域と同様の姿となっている 3。 
 なお、連体形のアクセントについても、ほとんどの地域において第 1 類・第 2 類ともに
年齢層
類別 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
地域（人数）
HHL - - - - - - - 1 - - 5 4
HLL 10 10 10 10 10 10 10 9 10 10 5 6
地域（人数）
HHL - - - - - - - - - - - -
HLL 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10
地域（人数）
HHL - - - - - - - - - - - -
HLL 10 10 10 10 10 10 9 9 18 18 18 18
地域（人数）
HHL - - - - - - 12 1 - - - -
HLL 15 15 15 15 10 10 15 26 27 27 18 18
地域（人数）
HHL - - - - - - - - - - - -
HLL 10 10 10 10 10 10 27 27 18 18 18 18
地域（人数）
HHL - - - - - - 18 3 - - - -
HLL 10 10 10 10 10 10 - 15 9 9 9 9
地域（人数）
HHL - - - - - -














に変化の途中段階があらわれた深日では、第 1類の HHLが 11に対して HLLが 16、第 2類の







1 類と第 2 類の区別が残っていた深
日・加太の高年層はカッタ形にもや
はり区別が残存しており、第 1類に























の若・中年層の一部に聞かれた。表 4で H-型・L-型の下段にそれぞれ（）で示した LLHLLと
1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
HHLLL - - - 1 - - 1 3 - - 5 5
（HHHLL） - - 1 - - - - - - - - -
LHLLL 10 10 9 9 8 8 9 7 10 10 5 5
（LLHLL） - - - - 2 2 - - - - - -
HHLLL - - - - 1 1 4 3 9 9 10 10
（HHHLL） - - - - 1 - - - - - - -
LHLLL - - - - - - 6 7 1 1 - -
（LLHLL） 10 10 10 10 8 9 - - - - - -
HHLLL - - - - 5 5 7 4 17 15 18 18
（HHHLL） - - - - - - - - - - - -
LHLLL - - - - 5 5 2 5 1 3 - -
（LLHLL） 10 10 10 10 - - - - - - - -
HHLLL - - 9 10 5 5 21 1 1 - 18 18
（HHHLL） - - - - - - - - - - - -
LHLLL 15 15 6 5 5 5 6 26 26 27 - -
（LLHLL） - - - - - - - - - - - -
HHLLL 8 8 10 10 10 10 27 26 18 18 17 16
（HHHLL） - - - - - - - - - - - -
LHLLL 2 2 - - - - - 1 - - 1 2
（LLHLL） - - - - - - - - - - - -
HHLLL 3 1 1 5 10 10 17 5 - - - -
（HHHLL） - - - - - - - - - - - -
LHLLL 7 9 9 5 - - 1 13 9 9 9 9
（LLHLL） - - - - - - - - - - - -
HHLLL 10 10 10 10 10 10
（HHHLL） - - - - - -
LHLLL - - - - - -

































LLHLL は LHLLL、HHHLL は HHLLL と同様の性質をもつものであると捉えられる。なお、郡家

































1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
HHL/HHLL - 2 - - - - - 1 - - 7 9
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 10 8 10 10 10 10 10 9 10 10 3 1
（LLH/LLF) - - - - - - - - - - - -
HHL/HHLL - - - - - - - - - 1 - 1
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 5 5 4 4 10 9 10 10 10 9 10 9
（LLH/LLF) 5 5 6 6 - 1 - - - - - -
HHL/HHLL - - - - 2 1 1 - 10 8 13 9
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 7 7 10 10 8 9 8 9 8 10 5 9
（LLH/LLF) 3 3 - - - - - - - - - -
HHL/HHLL - - 5 3 - - 14 1 1 - 18 18
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 15 15 10 12 10 10 13 26 26 27 - -
（LLH/LLF) - - - - - - - - - - - -
HHL/HHLL - - 3 3 7 6 - 3 2 1 7 3
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 10 10 7 7 3 4 27 24 16 17 11 15
（LLH/LLF) - - - - - - - - - - - -
HHL/HHLL - - - 1 4 3 18 1 - - - -
（HHF） - - - - - - - - - - - -
LHL/LHLL 10 10 10 9 6 7 - 17 9 9 9 9
（LLH/LLF) - - - - - - - - - - - -
HHL/HHLL 5 5 3 4 8 10
（HHF） - - - - - -
LHL/LHLL 5 5 7 6 2 -





















































アクセントを確認してみると、やはり L-型（アカナル・アコナル LLLH／アカクナル LHLLH






類別 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
地域（人数）
H型 - 1 - - 2 1 - 1 - - 5 4
L型 10 9 10 10 8 9 10 9 10 10 5 6
地域（人数）
H型 1 - - - - 1 - - - - - -
L型 9 10 10 10 10 9 10 10 10 10 10 10
地域（人数）
H型 3 1 - - 3 2 6 4 18 18 18 18
L型 7 9 10 10 7 8 3 5 - - - -
地域（人数）
H型 1 - - - 1 1 16 2 9 9 18 18
L型 14 15 15 15 9 9 11 25 18 18 - -
地域（人数）
H型 2 2 2 1 1 1 1 - 1 - 6 5
L型 8 8 8 9 9 9 26 27 17 18 12 13
地域（人数）
H型 4 2 - - 8 6 18 - - - - -
L型 6 8 10 10 2 4 - 18 9 9 9 9
地域（人数）
H型 2 - - 2 4 3
L型 8 10 10 8 6 7
























津井・福良の高年層 1名ずつにも H-型が第 1類に偏っているという傾向があった。 
 
3.5 「遠い」と「多い」のアクセント 
 先に述べたように、「遠い（第 1類）」と「多い（第 2類）」はオ段長音を含む語であるこ



























地域 年齢層・人数 終止形 カッタ形 テ形 ナル形
高1 HLL H- L- H-
中2 HLL H- L-/H- H-
若2 HLL H- L- H-
高3 HHL/HLL H-/L- H- H-
中3 HHL H- H- H-
若2 HHL H- H- H-
高3 HLL H-/L- L- L-/H-
中2 HLL H- L- L-
若2 HLL H- H-・L- H-
高2 HHL H- H- H-
中1 HLL H- H- H-
若1 HLL H- H- H-
地域 年齢層 終止形 カッタ形 テ形 ナル形
高 HLL H- L- H-
中 HLL H- L-/H- H-
若 HLL H- L-/H- H-
高 HHL H- H- H-
中 HHL H- H- H-
若 HHL H- H- H-
高 HLL H- L-/H- L-/H-
中 HLL H- L- L-
若 HLL H- H- L-/H-
高 HHL/HLL H- H- H-
中 HLL H- H- H-

























A. 第 1類（H-型）／第 2類（L-型）＞ 両類の合同（L-型）＞ H-型への移行 
B. 第 1類（H-型）／第 2類（L-型）＞ 両類の合同（L-型・H-型の併用） 
＞ H-型の増加 
 




状態から H-型へ移行している様子がみられるから A にあてはまると判断する。その他、カ
ッタ形には H-型が比較的多いがテ形とナル形には L-型が多かった由良・鳴門と恋野も、ひ

















アクセントについて確認する。調査したのは「悲しい（第 1 類）・嬉しい（第 2 類）・重た
い・短い」などで、高年層がすべて HHHLというアクセントで発音したのに対して若年層は
すべて HHLL というアクセントで発音した。中年層は語によって異なり、HHHL と HHLL とが
どちらもあらわれるという結果であった 6。また、春木・恋野においてはすべての年齢層に




























語例 終止形 カッタ形 テ形 ナル形
3拍 赤い、暗い 　HLL 　HHLLL 　HHL 　HHHH


















福良・鳴門と恋野は、やはり一旦第 2類的な L-型へ統一されてから H-型へ変化したと考え
る。そして、H-型アクセントのあらわれ方に違いがみられる理由を他に求めることにする。 
 結論から述べれば、カッタ形の L-型がテ形やナル形に比べて不安定なものであるために












高2 中2 若2 高2 中2 若2 高2 中2 若2
H-型 4 0 10 0 2 0 4 6 20
L-型 16 20 10 20 18 20 16 14 0
H-型 1 0 16 2 0 0 0 1 7
L-型 19 20 4 18 20 20 20 19 13
H-型 1 0 9 1 0 3 6 0 14





















A. 第 1類（H-型）／第 2類（L-型）＞ 両類の合同（L-型）＞ H-型への移行 
B. 第 1類（H-型）／第 2類（L-型）＞ 両類の合同（L-型・H-型の併用） 
＞ H-型の増加 
に分けた上で、その理由について検討した。その結果、三拍形容詞の連用形アクセントに H-


























形に HHLと HLLとが併用されている。 



















































































































 血らしい HH-HLL 水らしい HH-HLL さかならしい HHH-HLL 
（自立語の単独形はそれぞれ、血 H・水 HH・さかな HHH） 
歯らしい HH-HLL 川らしい HH-HLL かがみらしい HHH-HLL 
（単独形は、歯 F・川 HL・かがみ HLL） 
目らしい HH-HLL 海らしい HH-HLL せなからしい HHH-HLL 
（単独形は、目 R・海 LH・背中 LLH） 
例外：猿らしい LF-HLL、鯨らしい LHL-HLL（単独形は猿 LF、鯨 LHL） 
【動詞】 
言うらしい HH-HLL するらしい HH-HLL 
（単独形は、言う HH・する HH） 
読むらしい HH-HLL 来るらしい HH-HLL 
（単独形は、読む LH・来る LH） 
【形容詞】 
 寒いらしい HHH-HLL 暗いらしい HHH-HLL 
 （単独形は、寒い HLL・暗い HLL） 
 ええらしい L［L］-HLL3 おいしいらしい L［LLL］-HLL 

















（奥村 1956、楳垣 1963、和田 1984、中井 2002ab、田中 2005の一部） 
 D. 前接する語が自身のアクセントを保ち、〈ラシイ〉が低平調で接続する 










深日：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
岩屋：高年層 3名、中年層 4名、若年層 3名 
福良：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
高知：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 















      （名詞）：男、女、兎（ウサギ）、鮑（アワビ）、魚 
 こちらについても基本形のほか、「らしくない」「らしかった」という形式について調査
した。 












年齢層 中 高 中 若 高 中 若
さかな HHH HHH HHH HHH HHH HHH HHH
あわび HLL HLL HLL HLL HLL HLL HLL
かがみ HLL HHL LHL LHL HHL HHL LHL/HLL
うさぎ LLH LLH LLH LLH LLH LLH LLH
地域
年齢層 高 中 若 高 中 若
さかな HHH HHH HHH HHH HHH HHH
あわび HLL HLL LHL HLL HLL HLL
かがみ HHL HHL/LHL HHL HHL HHL HHL





年齢層 中 高 中 若 高 中 若
寝る HH HH HH HH HH HH HH
する HH HH HH HH HH HH HH
みる LH LH LH LH LH LH LH
来る LH LH LH LH LH LH LH
おる HL HL HL HL HL HL HL
歌う HHH HHH HHH HHH HHH HHH HHH
開ける HHH HHH HHH HHH HHH HHH HHH
動く HHH HHH HHH HHH HLL HLL HLL
起きる LLH LLH LLH LLH HLL HLL LLH
歩く LLH LLH LLH LLH LLH LLH LLH
地域
年齢層 高 中 若 高 中 若
寝る HH HH HH HH HH HH
する HH HH HH HH HH HH
みる LH LH LH LH LH LH
来る LH LH LH LH LH LH
おる HL HL HL HL HL HL
歌う HHH HHH HHH HHH HHH HHH
開ける HHH HHH HHH HHH HHH HHH
動く HHH HHH HHH HLL HHH HHH
起きる LLH LLH LLH LLH LLH LLH


















中年層であり、第 1類 HHL、第 2類 HLLと発音される。そのほかは両類ともに HLLであ
る。 
また、四拍形容詞第 1 類の「悲しい」は京都・深日・岩屋で HHLL、福良と高知において
は HHHL であった。「四角い」は深日と岩屋・福良において低起式の LLHLが多く、高知に







年齢層 中 高 中 若 高 中 若
赤い HLL HHL HLL HLL HHL HHL HLL
暗い HLL HHL HLL HLL HHL HHL HLL
白い HLL HLL HLL HLL HLL HLL HLL
長い HLL HLL HLL HLL HLL HLL HLL
すごい LHL HLL HLL HLL/LHL HLL HLL HLL
悲しい HHLL HHLL HHLL HHLL HHHL HHHL HHHL
四角い HHLL LLHL LLHL LLHL HHHL HHHL HHHL
地域
年齢層 高 中 若 高 中 若
赤い HLL HLL HLL HLL HLL HLL
暗い HLL HLL HLL HLL HLL HLL
白い HLL HLL HLL HLL HLL HLL
長い HLL HLL HLL HLL HLL HLL
すごい HLL HLL HLL HLL HLL HLL
悲しい HHHL HHHL HHHL HHHL HHHL HHHL





























年齢層 中 高 中 若 高 中 若











うさぎ-らしい LLL-HLL LLL-LHL LLL-HLL LLL-HLL HHH-HLL LLL-HLL LLL-HLL
地域
年齢層 高 中 若 高 中 若












HHL-HLL HHH-HHL HHH-HHL HHH-HHL
















 また、「四角い」について、単独形が HHHLとなる地域・年齢層と LLHLとなる地域・年
地域 京都














































HHH-HLL HHH-HLL HLL-HLL HLL-HLL
起きる-らしい LLL-HLL LLL-LHL LLL-HLL LLL-HLL HHH-HLL HHH-HLL LLL-HLL
歩く-らしい LLL-HLL LLL-LHL LLL-HLL LLL-HLL HHH-HLL LLL-HLL LLL-HLL
地域
























































 「らしい」のアクセントについて、表 4から表 6をみれば明らかなように、今回の調査
では 4種があらわれた。すなわち、HLL・HHL・LHL・LLLである。地域別にみると、京都と








年齢層 中 高 中 若 高 中 若
























































































































































の場合、後ろから数えて 2拍目で下がる-2型（3拍 HHL、4拍 HHHL）と後ろから数えて 3






















































































































































































  支配式：前接語のアクセントに関わりなく、自身の型に引きつけてしまう。 




の語はもとのアクセントにかかわらず高平となる。例えば 2、「言いたい HH-LL」「したい H-
LL」「読みたい HH-LL」「来たい H-LL」などである。 
 中井幸比古（2002ab）でも、上にあげた二つの先行研究とおおむね共通する傾向が示され
ているが、京都方言で「歩く LLH」「入る LLH」に〈たい〉が接続した形である「歩きたい LLH-
LL」「入りたい LLH-LL」は低起式を保つ。また、同じく京都方言でも若年層においては「読
みたい LH-LL」「建てたい LH-LL」といったアクセントが観察されるとしている。そのほか、


















深日：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
岩屋：高年層 3名、中年層 4名、若年層 2名 
福良：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
高知：高年層 2名、中年層 2名、若年層 2名 
調査は 2015年 8月に現地を訪れておこなった。そして、二拍動詞第 1類「する・寝る」、
















表 1 と同じく、（）内には中年層・若年層に聞かれるアクセントを示した。二拍動詞第 2
類、三拍動詞第 2類の一段活用と第 3類がそれぞれ低起式であることがわかる。 
拍 類別 語例 京都 深日 岩屋 福良 高知
第1類 する・寝る HH HH HH HH HH
第2類 来る・見る LH LH LH LH LH
第1類5段 歌う HHH HHH HHH HHH HHH
第1類1段 開ける HHH HHH HHH HHH HHH
第2類5段 動く HHH HHH HHH HLL（HHH) HLL（HHH)
第2類1段 起きる LLH LLH LLH LLH HLL（LLH)




拍 類別 語例 京都 深日 岩屋 福良 高知
第1類 言った・した HHL・HL HHL・HL HHL・HL HHL・HL HHL・HL
第2類 読んだ・来た LLH・HL LLH・HL LLH・HL LLH・HL LLH・HL
第1類5段 歌った HLLL HLLL HLLL HHLL(HLLL) HHLL
第1類1段 開けた HLL HLL HLL HLL HLL
第2類5段 動いた HLLL HLLL HLLL(HHLL) HLLL(HHLL) HLLL(HHLL)
第2類1段 起きた LHL LHL LHL LHL LHL





























中 高 中 若 高 中 若
し たい H-LL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-LL
寝 たい H-LL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-LL
見 たい H-LL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-LL
来 たい H-LL H-HL H-LL H-HL H-HL H-HL H-HL
歌い たい HHH-LL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-LL HHH-LL




動き たい HHH-LL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-LL HHH-LL
起き たい LH-LL LL-HL LL-HL LL-HL HH-HL HH-HL HH-HL
歩き たい LLH-LL LLL-HL LLL-HL LLL-HL LLH-LL LLH-LL LLH-LL
高 中 若 高 中 若
し たい H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL
寝 たい H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL
見 たい H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL
来 たい H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL H-HL
歌い たい HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL




HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL HHH-HL























































































































連体形アクセントとして推定された型は H…HF と L…LF の 2 種類に分かれていることがわ
かる。奥村（1981:486）の推定によれば、中世初期における助動詞〈タイ〉のアクセントは
「第 1類＋HF」「第 2類＋LF」であったという。 
また、助動詞〈ベシ〉が動詞の終止形に接続するときには H…HF型と L…LF型で実現した
であろうと推定される（金田一 1964:481など）。それと同様に、動詞の連用形に助動詞〈タ
イ〉が後接した際のアクセントも H…HF型か L…LF 型になったであろう。つまり、例えば二
拍動詞第 2類「読む」に〈タイ〉が接続した場合のアクセントは LL-LFとなり、三拍動詞第
2 類「起く」に〈タイ〉が接続したアクセントは LL-LFとなる。 
これらの形容詞アクセントのうち、低起式のものは南北朝期に起こったいわゆる「体系変
化」によって LLFや LLLFから高起式の HLLや HHLLへ変化したと推定される（上野 2011:401
など）。〈タイ〉が接続した形についても同じように L-LFから H-LLへ、LL-LFから HH-LLへ
変化したと考えると、連用形が低起式である二拍動詞第 2 類や三拍動詞第 2 類一段活用の
品詞 拍数 類別 語例 終止形 連体形 連用形
1 赤し HHF HHF HHL
2 白し LLF LLF LHL
- 尊し HHHF HHHF HHHL
- 少なし LLLF LLLF LLHL
1 咲く・着る HL（HH) HH
HL・HL/F/H
（HH・H）





















































































































の終止形アクセントは「体系変化」後、三拍の第 1類（赤い）が HHL（H2型）、第 2類（白
い）が HLL（H1 型）であり、四拍は第 1 類相当（優しい）が HHHL（H3 型）、第 2 類（嬉し
い）相当が HHLL（H2型）であったと考えられる。現代においては、三拍は HLLに統一され、
四拍も HHLLへ統一されるという動きがみられる。この変化の進み方には地域差が存在する







































また、「たい」のアクセントに HL と LL の 2 種があらわれ地域差をなすことについては、
室町期から江戸期に起こった形容詞アクセント体系の変化との関連性から説明を試みた。























3 上記のほか、二拍動詞第 1類「言う」、第 2類「読む、書く」、第 3類「居る」および三拍
動詞第 1類「あがる、負ける」、第 2類「恨む、思う、落ちる、建てる」などについても



























































































 本研究では、第 1章第 1節で二拍名詞第 4類・第 5 類の合同傾向について、第 2節で三
拍名詞第 2類・第 4類のアクセント変化について述べた。また、第 2章第 1節から第 3節
においては一段動詞の五段化現象とアクセントとの関連、二拍動詞・三拍動詞の禁止形ア
クセント、三拍動詞第 2類のアクセント変化についてそれぞれ述べ、第 3章においては第














2.1.1 二拍名詞第 4類と第 5類の合同傾向 
 第 1章の第 1節では、淡路島（岩屋・富島・郡家・洲本・由良・津井・福良）と明石、
鳴門における二拍名詞第 4類と第 5類の合同傾向について述べた。その中で、とくに〈第
4 類＋助詞〉〈第 5類単独形〉〈第 5類＋高起式〉〈第 5類＋低起式〉のアクセントに注目
し、それぞれの変化の様相を明らかにした。そして、田原広史・村中淑子（2000）にあげ





A1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉 
A2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類＋高起式〉 
A3.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 5類＋高起式〉 
B1.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 5類単独形〉＞〈第 4類＋助詞〉 
B2.〈第 5類＋低起式〉＞〈第 5類＋高起式〉＞〈第 4類＋助詞〉＞〈第 5類単独形〉 









2.1.2 三拍名詞第 2類・第 4類のアクセント変化 

































































C. H2 型から H1型への統合は、それほど顕著にみられない：変化のきっかけが〈型の











F. 第 2類五段活用の意志形は、一時的に HHL [L]と HLL [L] との間（H2型と H1型）
でゆれが生じ、それによって第 2類一段活用と混同した。また、これにより、過去形
と命令形（と「接続連用形」）以外のアクセント型がほとんど同一になろうとした。 
G. 第 2類五段活用の過去形と第 1類五段活用の過去形とが、HLLL（H1型）と HHLL（-
3型）との間で揺れ始めた。 
H. 意志形の変化の前に「接続連用形」が無核化していた、あるいは無核化しつつあっ












































また、「たい」のアクセントに HL と LL の 2 種があらわれ地域差をなすことについては、
室町期から江戸期に起こった形容詞アクセント体系の変化との関連性から説明を試みた。





































































第 1章の第 1節では、二拍名詞第 4類と第 5類の合同傾向について述べた。その中で、
とくに〈第 4類＋助詞〉〈第 5類単独形〉〈第 5類＋高起式〉〈第 5類＋低起式〉のアクセ
ントに注目し、それぞれの変化の様相を明らかにした。そして、田原・村中（2000）にあ




 表 2（第 1章第 1節 p.27〈表 7〉の再掲）は、変化した後のアクセントがどの程度あら
われるかについて、パーセンテージ（進行率）を示したものである。 
このようにしてみると、改めて進行率には地域差の存在することがわかる。ただしそれ










明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
第4類＋助詞 61% 24% 11% 35% 51% 25% 19% 1% 19%
第5類単独形 42% 36% 38% 43% 59% 22% 24% 25% 97%
第5類＋低起式 94% 72% 72% 94% 96% 83% 89% 44% 100%
第5類＋高起式 33% 39% 28% 28% 37% 39% 50% 56% 100%
表2. 二拍名詞アクセントの進行率
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
HLL・LHL・
HHH・LLH
36% 66% 44% 69% 31% 22% 25% 55% 36%
春木 深日 恋野 加太 高知
HLL・LHL・
HHH・LLH


































明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
二拍動詞 60% 67% 50% 35% 31% 4% 10% 8% 58%
三拍動詞 61% 77% 37% 41% 33% 7% 7% 11% 48%
春木 深日 恋野 加太 高知
二拍動詞 88% 0% 88% 0% 64%




4.2.2 三拍動詞第 2類のアクセント 
 第 2章第 3節では、三拍動詞第 2類のアクセント変化について、調査結果を報告し、そ
れをもとにアクセント変化の原理を検討した。その中で、先行研究で言われているような
H2 型の H1型への統合がさほど顕著にみられないことや、「接続連用形」の無核化と第 2類
のアクセント変化が必ずしも連続していないことを述べた。そして、とくに高知の若年層
におけるアクセントを詳細に確認した上で、いくつかの可能性を提示した。 
 表 5は、三拍動詞第 2類五段活用のアクセントについて、その進行率をまとめたもので
ある。第 2類の五段活用（「動く」「余る」など）は第 1類（「上がる」「洗う」など）に合
同するのだが、過去形についてはもとの HLLL（「動いた」「余った」など）が残る傾向にあ











 第 3章第 1節では、三拍形容詞のアクセント変化について取り上げた。終止形と連用形
（カッタ形・テ形・ナル形）のアクセントを整理したところ、従来言われている第 1類が
第 2類に合同するという変化のほかに、連用形において L-型から H-型になるという変化
が生じていることが明らかとなった。本研究ではその理由について、四拍形容詞の終止形
アクセントが HHHLから HHLL に変わることが関連すると考え、すなわちそれによって三拍
形容詞と四拍形容詞がいずれも高く始まり、終止形が-3型・カッタ形が-4型・テ形が-2
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
終止形 100% 96% 88% 83% 97% 75% 71% 63% 50%
否定形 17% 100% 96% 96% 100% 63% 83% 33% 42%
禁止形 92% 100% 100% 100% 100% 67% 83% 67% 67%
意志形 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
命令形 56% 100% 89% 89% 100% 78% 83% 78% 33%
春木 深日 恋野 加太 高知
終止形 100% 100% 100% 100% 0%
否定形 100% 100% 100% 100% 6%
禁止形 90% 100% 100% 100% 6%
意志形 100% 100% 100% 100% 9%











る第 2類の語に H-型があらわれた場合を「変化した」とみなして示した。 







ここまでの進行率をまとめると、表 7のようになる。表 7は、先に掲げた表 2から表 6













たとしても、高知は第 4類が B、第 5類が Cとなるため、動詞に比べて名詞の変化がはや
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
第1類終止形 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
第2類連用形 19% 6% 2% 10% 16% 46% 31% 60% 27%
春木 深日 恋野 加太
第1類終止形 100% 83% 100% 50%

















明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
第4類＋助詞 C B B B C B B A B
第5類単独形 B B B B C B B B D
第5類＋低起式 D C C D D C C B D
第5類＋高起式 B B B B B B C C D
三拍名詞 第2類・第4類 B C B C B B B C B
二拍動詞 C C B B B A A A C
C C B B B A A B B
第2類五段終止 D D C C D C C C B
第2類五段否定 B D D D D C C C C
第2類五段禁止 D D D D D C C C C
第2類五段意志 D D D D D D D D D
第2類五段命令 C D C C D C C C B
第1類終止形 D D D D D D D D D
第2類連用形 B A A A B B B C B
全体 C C C C C C C B C
春木 深日 恋野 加太 高知
三拍名詞 第2類・第4類 C C D B C
二拍動詞 C A C A C
D A C A B
第2類五段終止 D D D D A
第2類五段否定 D D D D A
第2類五段禁止 D D D D A
第2類五段意志 D D D D A
第2類五段命令 D D D D A
第1類終止形 D C D B －
第2類連用形 C B B A －



































































られており、本研究でも第 1章、第 2章第 2節・第 3 節、第 3章において言及した。その













 第 3項でまとめた京都アクセント、そして第 2項・第 4項で整理した調査地域における
アクセントをふまえたうえで、アクセント変化に地域差があることを考慮せずに変化の方
向をあらわすと、次の表 8のようになる。 
二拍名詞の〈第 4類＋助詞〉は LL-Hから LH-Lに、〈第 5類単独形〉〈第 5類＋低起式〉
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〈第 5類＋高起式〉はそれぞれ拍内下降を失った形に、三拍名詞は第 2類・第 4類は HHL
から HLL・LHL・HHH・LLHのいずれかになり、二拍動詞の禁止形は第 1類が HLLから HHL、
第 3類が HLLから HHL、三拍動詞の禁止形は第 1類（と第 2類の五段活用）が HHLLから
HHHL、第 3類（と第 2類の一段活用）が LHLLから LLHL になる。また、三拍動詞第 2類の
五段活用は終止形から順に HLLから HHH、否定形 HLLL から HHHH、禁止形 HLLLから HHLL・
HHHL、意志形 HHLLから HHHH、命令形 HLLから HHLへ変化する。そして、三拍形容詞第 1
類の終止形は HHLから HLL になり（付属語「らしい」のアクセントも同様の傾向を示




整理すると、三拍名詞第 2類・第 4類や三拍形容詞第 1類終止形などには H1型があらわ
れる傾向にあることがわかる。これらの変化前のアクセントが H2型であることから、各
論においても、それが H2型の H1型への統合によるものであると述べた。また、同じよう
に H3型の H2型への統合がみられることについては、第 3章第 1節で三拍形容詞の連用形
におけるアクセント変化を論じる際に、それに関わるものとしてあげた四拍形容詞の終止









第4類＋助詞 LL-H → LH-L
第5類単独形 LF → LH
第5類＋低起式 LF-L → LH-L
第5類＋高起式 LF-H → LL-H
三拍名詞 第2類・第4類 HHL → HLL・LHL・HHH・LLH
二拍動詞 HLL／HLL → HHL／HHL
HHLL／（HLLL）／LHLL → HHHL／LLHL
第2類五段終止 HLL → HHH
第2類五段否定 HLLL → HHHH
第2類五段禁止 HLLL → HHLL・HHHL
第2類五段意志 HHL［L］ → HHH［H］
第2類五段命令 HLL → HHL
第1類終止形 HHL → HLL



























表 9をみると、第 1類が HH（HH-H）、













質によって第 1類・第 3類と第 5類・第 6類・第 7類の各アクセントに分散されることに
なるであろう。また、第 1章第 2節で述べたように、HHHへの置き換わりは第 3類や第 5
類などにおいてもある程度みられるものであった。これが三拍名詞のアクセント体系にど
類別 語例 単独 助詞接続
1 風 HH HH-H
2 石 HL HL-L
3 山 HL HL-L
4 海 LH LH-L
5 雨 LH LH-L
表9. 変化後の二拍名詞のアクセント
類別 語例 単独 助詞接続












5 命 HLL HLL-L
6 烏 LLH LLL-H











終止形は HLから変化していないため表にもそのまま記したが、もし第 1類と第 3類が合
同するのであれば、二拍動詞は二種類のアクセントにまでまとまることになる。 
これは、表 12に示した三拍動詞のアクセント体系と同一であるといえる。三拍動詞の













類別 活用 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 置く HH HHH HLL HHL（HLL) HHH HL
一段 着る HH HH HLL HHL（HLL) HHH F
五段 書く LH LLH LLH LHL LLH LH
一段 見る LH LH HL LHL LLH F




類別 活用 語例 終止形 否定形 過去形 禁止形 意志形 命令形
五段 上がる HHH HHHH HLLL HHHL(HHLL) HHHH HHL
一段 開ける HHH HHH HLL HHHL(HHLL) HHHH HF
五段 動く HHH HHHH HLLL HHHL HHHH HHL
一段 起きる LLH LLH LHL LLHL（LHLL) LLLH LF




類別 語例 終止形 連体形 連用形 カリ活用形
1 赤い HLL HLL HHL HHLL





る。たとえば、三拍動詞第 1類五段活用と第 2類五段活用の語の命令形は HHLから動く様
子がなく、ここには〈型の統合〉がはたらいていないと考えられるが、これは第 1類の一

















 4.4.1の表 7に示したアクセントの「進行率のまとめ」のように、表 14に示したパーセ
ンテージのうち、10％以下である場合を A、50％以下である場合を B、90％以下である場
合を C、それ以上を Dというように四つの段階に分けて示すと、鳴門・深日・加太が A、








明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
二拍動詞 25% 11% 100% 72% 100% 72% 38% 33% 0%
三拍動詞 13% 29% 100% 75% 100% 74% 48% 33% 2%
春木 深日 加太 恋野
二拍動詞 82% 0% 0% 62%


















形容詞が C、動詞が Bとなる。 
 同じく表 15に示した希望をあらわす〈タイ〉は、特に形容詞のアクセントが変遷する
中で、それに付随して変化してきたと考えられるもので、「たい」には HL（「したい H-
HL」など）と LL（「したい H-LL」など）の 2種があらわれる。このうち、LLが京都にあら
われることなどから、こちらを変化した後のものとみなした。全体的に進行率は低いが、
四段階に分けると岩屋・福良・深日が A、高知が Bとなる。〈タイ〉も〈ラシイ〉と同様、













まず、第 2項で第 1章から第 3章までに述べた内容をまとめ、第 3項で京都アクセントの
変化について触れた。それをふまえて、第 4項では「地域差」について取り上げ、すべて
において古いアクセントを残す地域がもはや存在しないこと、中央部からの地理的な距離
岩屋 福良 深日 高知
名詞＋ラシイ 60% 25% 83% 67%
動詞＋ラシイ 80% 33% 67% 33%
形容詞＋ラシイ 57% 43% 71% 83%































































































楳垣実（1957）「大阪方言アクセント変化の傾向」『近畿方言双書 方言論文集 2』 












































































































































序章 研究対象と京都アクセント  （書き下ろし） 
 
第一章 名詞のアクセント                             
第一節 二拍名詞第 4類と第 5類の合同傾向      
（「淡路島方言アクセントにおける二拍名詞第 4・5類の合同傾向」『早稲田日
本語研究』第 23号、2014.3：24-35 ／ 口頭発表「淡路島のアクセントに
ついて―アクセントの変化傾向と進度の違い―」2012年 11月 2日 日本方
言研究会第 95回研究発表会）                
第二節 三拍名詞第 2類・第 4類のアクセント変化  
（口頭発表「淡路島のアクセントについて―アクセントの変化傾向と進度の
違い―」2012 年 11 月 2 日 日本方言研究会第 95 回研究発表会 ／ 口頭
発表「京阪式アクセント地域における 3拍名詞のアクセント――第 2類・第
4類を中心に――」2016年 7月 2日 早稲田大学日本語学会 2016 年度前期
研究会）                    
 
第二章 動詞活用形のアクセント                                            
第一節 一段動詞の五段化とアクセント    
（「京阪地域における一段動詞の五段可傾向とアクセント―淡路島とその周
辺地域を中心に―」『国文学研究』第 180集、2016.10：掲載予定 ／ 口頭
発表「淡路島のアクセントについて―アクセントの変化傾向と進度の違い
―」2012 年 11 月 2 日 日本方言研究会第 95 回研究発表会 ／ 口頭発表
「京阪地域における一段動詞の五段化傾向とアクセント」2013年 12月 7日 




地域における動詞の禁止形アクセント」2014 年 9 月 13 日 第 13 回アクセ
ント史資料研究会）                           
第三節 三拍動詞第 2類のアクセント変化 
（口頭発表「淡路島のアクセントについて―アクセントの変化傾向と進度の
違い―」2012 年 11 月 2 日 日本方言研究会第 95 回研究発表会 ／ 口頭
発表「京阪式アクセント地域における 3 拍動詞第 2 類のアクセント変化に
153 
 
ついて」2014年 12月 5日 早稲田大学国文学会 2014年度秋季大会）                           
 
 
第三章 形容詞ならびに形容詞型活用の付属語のアクセント                        
第一節 三拍形容詞のアクセント変化  
（「京阪式アクセント地域における 3拍形容詞のアクセント―淡路島・大阪府
南部を中心に―」『国文学研究』第 172 集、2014.3：37-47 ／ 口頭発表
「淡路島のアクセントについて―アクセントの変化傾向と進度の違い―」
2012 年 11 月 2 日 日本方言研究会第 95 回研究発表会 ／ 口頭発表「京
阪式アクセント地域における 3 拍形容詞のアクセント―淡路島・大阪府南
部を中心に―」2013年 9月 7日 第 12回アクセント史資料研究会）                         
第二節 付属語「らしい」のアクセント 
（口頭発表「京阪式アクセント地域における付属語『らしい』のアクセント」
2015年 9月 6日 第 14回アクセント史資料研究会）                                     
第三節 付属語「たい」のアクセント 
 （「京阪式アクセント地域における助動詞「たい」のアクセント」『論集』Ⅺ、
2016.2：161-176）                              
 
終章 京阪式アクセントの展開  （書き下ろし）                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
